
平成１６年１１月１０日　　（４）

（
１
）
新
市
の
将
来
都
市
像

私
た
ち
が
創
る 

持
続
的
発
展
が
可
能
な 

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
都
市

　

埼
玉
県
東
南
部
地
域
を
構
成
す
る
５
市

１
町
は
、　

万
人
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら

８０

す
住
宅
都
市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
め
ざ
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

首
都
圏
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
比
較
的
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
を
は
じ
め
、
首

都
圏
有
数
の
大
規
模
な
市
街
地
整
備
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
５
市
１
町
が
今
後
一
体
と
な

り
、
政
令
指
定
都
市
と
し
て
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
都
市
と
し

て
の
持
続
的
発
展
と
い
う
考
え
方
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
東
南
部
地
域
で
は
新
た
な

発
展
方
向
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
都
市
力

及
び
経
済
力
の
強
化
と
と
も
に
、
環
境
と

の
共
生
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
姿
勢
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
性
と
利
便
性
の
両
立
が
可

能
な
、
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
新
市
の

「
市
民
力
」
を
活
か
し
、
市
民
が
主
体
と

５
市
１
町
の
合
併
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

調
査
研
究
概
要

５
市
１
町
の
合
併
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

調
査
研
究
概
要

な
っ
た
産
業
の
育
成
や
、
地
域
自
治
の
実

現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
東
南
部
地
域
は
、　

世
２１

紀
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
（
か

し
こ
く
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
）
を
実
現

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

（
２
）
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る

た
め
の
４
つ
の
基
本
戦
略

①
快
適
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ま
で
東
南
部
地
域
の
発
展
を
支
え

て
き
た
「
人
」
に
改
め
て
焦
点
を
当
て
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
都
市
と
し
て
の
魅
力

を
高
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
が
よ
り
多
く

の
余
暇
時
間
を
地
域
内
で
過
ご
し
、
市
民

同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

②
多
様
な
産
業
活
動
が
息
づ
く
職
住
近
接

の
ま
ち
づ
く
り

　

既
存
の
商
業
、
工
業
、
流
通
業
等
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
集
積
及
び
高
度
化
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
に
暮
ら
す
「
人
」
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
、
市
民

力
を
生
か
し
た
高
付
加
価
値
の
も
の
づ
く

り
産
業
を
中
心
に
、
育
成
を
図
り
ま
す
。

農
業
、
工
業
、
商
業
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

お
い
て
、
市
民
の
快
適
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
密
接
に
関
連
す
る
、
多
様
な
産
業
の

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

③
交
通
基
盤
や
都
市
機
能
が
充
実
し
た
ま

ち
づ
く
り

　

合
併
を
契
機
に
、
よ
り
広
域
的
な
観
点

に
基
づ
い
て
都
市
計
画
や
道
路
整
備
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
市
町
境
を
越

え
る
大
規
模
な
市
街
地
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
効
果
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
政
令
市
と
し
て
の
事
務
権
限
を
最

大
限
に
活
用
し
、
現
在
立
ち
遅
れ
て
い
る

都
市
基
盤
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
効
率
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
豊
か
な
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　

水
と
緑
は
東
南
部
地
域
に
共
通
す
る
資

源
で
あ
り
、
地
域
と
し
て
の
顔
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。
水
と
緑
の
良
さ

を
見
直
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

新
市
全
体
で
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
、
市
民
に
よ
る
豊
か
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
道
路
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

あ
わ
せ
て
橋
り
ょ
う
を
整
備
し
、
地
域
の

分
断
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
新
市
の
土
地
利
用
戦
略

〈
拠
点
整
備
の
推
進
〉

　

圏
域
内
に
位
置
す
る
７
つ
の
地
区
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
、
現
在
予

定
さ
れ
て
い
る
整
備
計
画
、
圏
域
全
体
に

お
け
る
地
区
の
位
置
づ
け
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
新
市
に
お
け
る
特
色
あ
る
拠
点
と
し

て
整
備
を
進
め
ま
す
。

①
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
〜
越
谷
駅
・

南
越
谷
駅
周
辺
地
区
（
都
市
核
、
広
域
商

業
核
、
業
務
核
）

　

新
市
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
コ
ア
機
能
の

確
立
を
目
指
し
て
、
長
期
的
な
観
点
に
基

づ
い
て
高
次
都
市
機
能
や
行
政
中
枢
機
能

を
整
備　

②
武
蔵
野
操
車
場
跡
地
周
辺
〜
吉
川
駅
南

地
区
（
地
域
核
、
文
化
・
教
育
核
）

　

複
合
多
機
能
型
の
市
街
地
の
整
備
を
進 

め
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川
新
駅
（
仮
称
）

の
周
辺
を
中
心
に
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

性
を
備
え
た
生
活
利
便
施
設
や
交
通
基
盤

な
ど
を
整
備

③
草
加
・
松
原
地
区
（
地
域
核
、
文
化
・

教
育
核
）

　

新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
と
と
も

･
･

･

に
、歴
史 

文
化 

伝
統
産
業 

都
市
機

能
が
融
合
し
た
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
文
化
の

発
信
拠
点
、
快
適
な
シ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
を

提
供
す
る
文
教
・
都
市
生
活
ゾ
ー
ン
と
し

て
整
備

④
八
潮
駅
周
辺
地
区
（
地
域
核
）

　

首
都
圏
方
面
か
ら
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、

新
市
に
お
け
る
新
た
な
交
流
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
と
の

連
携
や
「
も
の
づ
く
り
」
産
業
の
集
積
に

よ
り
、
産
学
官
連
携
の
拠
点
と
し
て
整
備

⑤
三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区

（
流
通
核
、
広
域
商
業
核
）

　

三
郷
中
央
駅
周
辺
と
の
連
携
に
よ
っ
て

職
住
近
接
の
実
現
を
図
り
、
多
様
な
業
種

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
存
在
す
る
、
複
合

的
な
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
拠
点
と
し
て
整
備

⑥
越
谷
北
部
地
区
（
文
化
・
教
育
核
）

　

埼
玉
県
立
大
学
・
文
教
大
学
と
の
連
携

・
交
流
を
促
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の

特
色
を
生
か
し
た
多
様
な
学
習
機
会
と
交

･

流
の
場
を
提
供
し
、
文
化 

教
育
の
担
い

手
を
育
む
拠
点
と
し
て
整
備

⑦
松
伏
新
駅
周
辺
地
区
（
地
域
核
）

　

将
来
的
な
交
通
利
便
性
の
向
上
を
視
野

に
入
れ
て
、
松
伏
新
駅
周
辺
等
の
整
備
を

推
進
し
、
新
市
に
お
け
る
新
た
な
交
流
の

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る

〈
拠
点
間
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
〉

　

圏
域
内
外
を
結
ぶ
公
共
交
通
、
東
西
南

北
の
幹
線
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
通
過
交
通
に
よ
る
慢
性
的
な
渋
滞

の
解
消
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
環
状
道
路

や
補
助
交
通
機
関
を
併
せ
て
整
備
し
、
圏

域
内
の
交
通
利
便
性
を
高
め
ま
す
。特
に
、

河
川
に
つ
い
て
は
、
橋
り
ょ
う
の
整
備
を

推
進
し
、
圏
域
内
の
交
通
分
断
の
解
消
に

努
め
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
整
備

・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
整
備

・
高
速
鉄
道
東
京
８
号
線
の
整
備

・
新
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備

■
東
西
方
向
の
幹
線
道
路
の
整
備

・
草
加
三
郷
線
、
越
谷
吉
川
線
等
の
整
備

・
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
整
備
促
進

■
南
北
方
向
の
幹
線
道
路
の
整
備

・
国
道
４
号
線
の
拡
幅

・
東
埼
玉
道
路
の
整
備
及
び
南
伸
の
促
進

・
三
郷
吉
川
線
の
整
備

■
圏
域
内
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

・
環
状
道
路
の
整
備
（
新
市
環
状
１
号
線

・
２
号
線
）

・
圏
域
内
バ
ス
路
線
網
の
整
備

■
河
川
に
よ
る
交
通
分
断
の
解
消

・
主
要
道
路
に
お
け
る
橋
り
ょ
う
の
整
備

・
現
行
市
町
境
界
に
お
け
る
橋
り
ょ
う
の

重
点
的
整
備

　

以
上
が
報
告
書
に
あ
る
将
来
都
市
像
等

の
検
討
内
容
の
一
部
で
す
。

　

な
お
、
報
告
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

役
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
東
南

部
都
市
連
絡
調
整
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
報
告
書
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

■問
 

生
涯
学
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ま
ち
づ
く
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推
進
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拠点・ネットワーク構想図

文化・�
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新市環状�
１号線�

地域核�
文化・�
教育核�

地域核�

地域核�
文化・�
教育核�

新市環状�
２号線�

地域核�

業務核�

センターコア�

都市核�
広域 �
商業核�

流通核�
広域 �
商業核�

春日部方面�

野田方面�

さいたま・�
岩槻方面�

浦和流山線�

つくばエクスプレス�
草加
彦成
線�

東京外かく環状道路�

川口方面�

鳩ヶ谷流山線�

草加三郷線�

松戸方面�

東京方面�

流山方面�

東川口駅越谷線�

環状ネットワーク道路�

縦・横の幹線道路�

高速道路・国道�

鉄道（整備中含む）�

東埼玉道路南伸構想�

河川�

高速鉄道東京８号線�
整備予定路線�

武蔵野線�

越谷
駅前
線�

新浦和越谷線

新浦和越谷線�

越谷吉川
線�

常磐
自動
車道
�

越谷総合公園川藤線
越谷総合公園川藤線�
越谷総合公園川藤線�

三
郷
吉
川
線�

国
道
２
９
８
号
線�

首
都
高
速
６
号
三
郷
線�

越
谷
・
春
日
部
バ
イ
パ
ス�

東
埼
玉
道
路�

三
郷
松
伏
線�

三
郷
松
伏
線

三
郷
松
伏
線
バ
イ
パ
ス�

国
道
国
道
４
号
線
号
線  

草
加
草
加
バ
イ
パ
ス�

国
道
４
号
線  

草
加
バ
イ
パ
ス�

八
潮
越
谷
線�

浦和
野田
線

つくばエクスプレス�

三
郷
松
伏
線
バ
イ
パ
ス�

新浦和越谷線�

　

埼
玉
県
東
南
部
地
域
に
位
置
す
る
５
市
１
町
（
草
加
市
・
越
谷
市
・
八
潮
市
・
三
郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏
町
）
で
は
、
平
成
３

年
に
、「
埼
玉
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
」
を
設
立
し
、
当
地
域
に
お
け
る
調
和
の
取
れ
た
発
展
を
目
指
し
、
調
査
研
究
に
取

り
組
み
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
政
策
研
究
専
門
部
会
」
を
組
織
し
、
平
成　

年
度
か
ら
合
併
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま

１３

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
広
域
行
政
と
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
」「
合
併
に
よ
る
財
政
の
変
化
」「
合
併
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
変
化
」「
５
市
１
町
の
合
併
に
よ
る
政
令
市
へ
の
移
行
を
視
野
に
入
れ
た
都
市
の
潜
在
的
な
力
（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
の
分
析
」

「
新
市
の
土
地
利
用
戦
略
」
等
の
調
査
研
究
を
行
い
、　

今
回
、
最
終
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。


